
腫瘍内科

□ スタッフ

１．患者さんが納得し満 いただける医療を提供します
２．患者さんとご家族を徹底的に 援します
３．エビデンスに基づいた最善の化学療法を ないます
４．化学療法と並 して、緩和医療を提供します
５．患者さんと 緒に歩み、成 する姿勢を 切にします
６．地域の医療機関との連携を 切にします

診療科 
外来化学療法
センター 
野﨑 明

 常勤医師 宇 良  敬 腫瘍内科学（臨床
腫瘍学）
がん薬物療法（化
学療法）

 常勤医師 松原 淳 腫瘍内科学（臨床
腫瘍学）、がん薬物
療法（化学療法）

消化器がん 本臨床腫瘍学会 がん薬物療法専 医 
 本がん治療認定医機構 がん治療認定医 
 本内科学会 認定内科医 
 本消化器病学会 消化器病専 医

専 医資格等 専 分野 得意疾患 名

平成29年10 1 時点

□ 診療科の特徴
施設認定等  本臨床腫瘍学会認定研修施設

専 医資格等

専  分 野

得 意 疾 患

 本臨床腫瘍学会 がん薬物療法専 医・指導医 
がん治療認定医機構 がん治療認定医・暫定教育医 
  本内科学会 認定内科医 
  本静脈経腸栄養学会 認定医 
腫瘍内科学（臨床腫瘍学） 
がん薬物療法（消化管、肺、乳腺、胆膵、婦 科等固形腫瘍全般
および 部造 器悪性腫瘍） 
消化器がん

 常勤医師 船越 太郎 がん薬物療法（消
化管・胆膵）

 本臨床腫瘍学会 がん薬物療法専 医
 本がん治療認定医機構 がん治療認定医
 本内科学会 総合内科専 医
 本消化器病学会 消化器病専 医

 常勤医師 近藤 知 腫瘍内科学（臨床
腫瘍学）、がん薬物
療法（化学療法） 

 本内科学会 認定内科医

 常勤医師  井 恵太郎 腫瘍内科学 本医師会 認定産業医
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 院患者数 外来患者数

新  院患者数 平均在院 数
0.1名 14名 3.3 

1  平均患者数
19.2名

1  平均患者数

□ 地域医療連携・広報活動

□ 診療実績（平成29年度）

第34回伏 医師会癌医療病診連携の会
「切除不能進 再発がんにおけるがん薬物療法の位置づけ」2017年4 15 ：京都（野﨑 明）
第10回京都医療センター医療連携フォーラム
「多職種連携だからできる！進  腸がんへの挑戦 その らしさを 切に 」2018年3 10 

★診療体制変更により、平成２８年度より 院患者は主科で計算するため前年よりは減少

194名
初診患者数

□ 投稿論 など
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□ 主な対象疾患
・消化器がん（ 道がん、胃がん、 腸がん、消化管間質腫瘍など） 
・膵臓がん、胆道がん 
・原発不明がん 
・希少疾患などその他の固形腫瘍

□ 診療（業務）内容
・化学療法（がん薬物療法）の実施
・緩和医療の実施
・他職種カンファレンスの実施
・他科からのコンサルテーション
・セカンドオピニオン
・外来化学療法センターの運営
・化学療法委員会の運営
・臨床試験・治験への参加
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